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霧
．
驚
諜
糠
講
懸
黛

　
今
年
の
松
代
町
へ
の
目
標
面
積
は
九
六
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
配
分

が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
部
落
へ
の
割
当
面
積
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

去
る
二
月
八
日
に
町
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議
会
に
諮
っ
た
結

果
、
今
年
に
限
っ
て
各
部
落
と
も
昨
年
の
実
績
を
割
当
面
積
と
し
、

実
績
の
多
く
あ
る
部
落
に
つ
い
て
は
軽
減
措
置
を
行
な
う
な
ど
、
別

表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、

，〉部落別転作面積配分表く

多

字　　名 56年実績 配分面積 字　　名 56年実績 配分面積

a a a a
松　　代 605 589 中　　子 52 46

小荒戸 165 165 苧　　島 195 195

太　　平 97 97 田野倉 294 294

菅　　刈 216 187 仙　　納 127 127

田　　沢 163 163 田　　代 88 88

小屋丸 45 45 莇　　平 319 268

池之畑 140 140 小　　貰 71 68

下　　山 282 255 諏訪峠 85 43

千　　年 639 464 寺　　田 242 242

池　　尻 147 147 名　　平 128 128

会　　沢 196 196 蒲　　生 786 716

清　　水 361 302 儀　　明 558 558

桐　　山 369 220 福　　島 178 178

蓬　　平 580 567 奈良立 93 91

東　　山 79 79 室　　野 1，192 864

海　　老 216 216 竹　　所 508 393

犬　　伏 296 296 濁 195 138

孟　　地 114 114 峠 571 552

片桐山 86 86 木和田原 231 231

滝　　沢 122 122 合　計 9，670

〔別表〕

転
作
の
推
進
に
つ
い
て

　
当
町
の
転
作
内
容
は
、
依
然
と
し

て
果
樹
や
水
田
預
託
、
水
田
養
魚
な

ど
の
い
わ
ば
緊
急
避
難
的
転
作
が
圧

倒
的
に
多
く
、
年
々
農
地
の
荒
廃
が

進
ん
で
い
ま
す
．

　
今
後
は
、
転
作
を
地
域
農
業
の
再

編
と
し
て
真
剣
に
考
え
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

転
作
を
推
進
し
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

①
部
落
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
に
よ
る

　
集
団
転
作
の
実
施

　
個
々
の
農
家
の
バ
ラ
転
を
、
話
し

合
い
に
よ
っ
て
集
団
化
し
、
計
画
加

算
金
を
受
け
る
よ
う
に
ま
と
め
る
。

事業
種目 補　　助　　金 採択基準

水田利

用再編

農地改

良事業

個人

O．1ha～
0．3ha未満 40％

O．3ha～
1．Oha未満

50％

水田利用再編
対策にかかる
水田の転作畑
造成事業に必
要な取イ寸道路
その他の施設
の新設または
変更及び土壊
改良等

共同

O．1ha～
0．3ha未満

60％

0．3ha～
1．Oha未満

70％

ただし事業
費は，01ha
当り25万円
を限度とす
る

②
転
作
基
盤
整
備
の
促
進
に
よ
り
、

　
営
農
条
件
の
改
善
を
図
る

　
個
人
で
も
一
反
歩
か
ら
対
象
と
な

る
町
単
農
地
改
良
事
業
補
助
金
制
度

を
大
い
に
活
用
す
る
（
補
助
率
別
表

の
と
お
り
）
。

③
土
地
の
有
効
利
用
に
よ
る
収
益
性

　
の
高
い
複
合
営
農
の
実
現

　
大
豆
、
ナ
ス
な
ど
の
換
金
、
収
益

性
の
高
い
作
物
や
、
畜
産
振
興
と
の

結
び
つ
き
に
よ
る
飼
料
作
物
の
作
付

け
を
拡
大
し
、
稲
作
と
の
複
合
営
農

を
促
進
す
る
。
ま
た
、
農
用
地
利
用

増
進
事
業
等
に
よ
る
利
用
権
の
設
定

を
推
進
し
、
不
在
地
主
等
の
遊
休
地
、

耕
作
放
棄
地
な
ど
を
含
め
、
土
地
の

有
効
利
用
を
す
す
め
る
。
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五
十
七
年
の
松
代
米
生
産
技
術
対
策

「
変
動
気
象
に
負
け
な
い
稲
作
り
。
1
良
質
米
の

一
割
安
定
増
収
1
」
運
動
の
推
進
へ

●
不
振
の
作
柄

　
最
近
の
収
量
は
伸
び
悩
み
で
昨
年

も
作
況
指
数
（
平
年
を
一
〇
〇
と
し

た
時
）
九
四
の
平
年
作
を
下
ま
わ
る

三
年
連
続
の
不
作
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
出
荷
米
は
売
り
渡
し

限
度
数
量
の
七
四
・
一
％
と
落
ち
込

み
、
米
を
主
体
と
す
る
農
村
地
帯
だ

け
に
そ
の
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
作
柄
不
振

が
続
く
中
で
土
づ
く
り
や
、
基
本
技

術
の
徹
底
と
、
意
欲
的
な
栽
培
管
理

で
平
年
作
を
上
ま
わ
る
収
量
を
あ
げ

た
農
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
み
る
と
、

収
量
低
下
は
す
べ
て
天
候
の
た
め
だ

け
で
な
く
農
家
の
生
産
意
欲
に
も
一

因
が
あ
り
、
結
果
的
に
技
術
の
粗
放

化
に
よ
っ
て
変
動
気
象
に
振
り
ま
わ

さ
れ
た
稲
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

●
良
質
米
の
増
収
運
動

　
今
年
の
天
候
は
ど
う
な
る
の
か
。

い
ろ
い
ろ
の
見
方
が
あ
り
ま
す
が
、

変
動
気
象
は
今
年
も
あ
る
と
予
測
す

る
気
象
学
者
も
あ
り
ま
す
。
従
が
っ

て
、
変
動
気
象
を
予
想
し
た
稲
づ
く

り
の
対
応
が
必
要
で
、
今
ま
で
の
反

省
を
ふ
ま
え
た
意
欲
的
な
取
り
組
み

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
松
代
町
と
し
て
は
、
農
協
、
普
及

所
と
今
後
の
対
応
を
検
討
し
た
結
果
、

地
域
ぐ
る
み
で
「
変
動
気
象
に
負
け

な
い
稲
づ
く
り
」
を
課
題
に
、
全
農

家
の
同
意
を
得
な
が
ら
、
守
り
か
ら

攻
め
の
技
術
に
転
換
し
、
良
質
米
の

一
割
底
上
げ
増
収
運
動
を
推
進
し
て

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
変
動
気
象
に
対
応
し
た
技
術
対
策

　
管
内
の
稲
作
は
、
一
般
的
に
生
育

遅
延
や
軟
弱
化
に
よ
り
各
種
障
害
を

受
け
や
す
く
、
異
常
気
象
に
は
、
そ

の
弱
点
を
つ
か
れ
て
総
籾
数
の
不
足

や
登
熟
歩
合
の
低
下
が
収
量
を
停
滞

さ
せ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
育
型
を
改
善
す
る

た
め
に
、
次
の
事
項
を
重
点
技
術
目

標
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

栽
培
上
の
重
点
目
標

重
点
技
術
対
策

「
変
動
気
象
に

負
け
な
い
稲
づ
く
り
」

　
ー
良
質
米
の
一
割

　
　
　
安
定
増
収
1

－
早
期
有
効
茎
の
確
保
凸
離
糠
実
施

－
根
の
活
力
の
増
進
凸
蘇
継
土
改
資
材
の
増
施

－
病
害
　
の
徹
底
姦
粥
炉
｝
一
斉
防
除

免許更新日を

　お知らせします
　　　　　　ド　じ　トト

　
免
許
更
新
日
が
左
記
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4
月
1
6
日

（
金
）

　
一
も
タ
れ
ン
ず
セ
い
合
は
総
場
代
会
松

5
月
2
1
日

（
金
）

6
月
1
8
日

（
金
）

7
月
1
6
日

（
金
）

8
月
2
0
日

（
金
）

9
月
1
7
日

（
金
）

10
月
1
5
日

（
金
）

n
月
1
9
日

（
金
）

　
　
（
1
0
、
n
月
は
特
例
更
新
可
能
）

　
更
新
さ
れ
る
方
は
写
真
一
枚
、
収

入
証
紙
二
〇
〇
〇
円
、
会
費
（
普
通

以
上
九
〇
〇
円
、
原
付
・
小
特
六
〇

〇
円
）
、
用
紙
代
三
七
〇
円
、
免
許

証
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
下
さ
い
。

　
受
付
け
は
朝
八
時
三
〇
分
よ
り
い

た
し
ま
す
。
講
習
会
は
午
後
一
時
よ

り
始
め
ま
す
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
免
許
の
更
新
は
特
別
な
場
合
を
除

き
有
効
期
限
の
一
か
月
以
内
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
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灘難
灘
羅

灘灘
①
厚
生
年
金
と
言
う
こ
と
ば
に
つ
い

　
て
　
「
私
は
厚
生
年
金
を
も
ら
っ
て
い

る
者
で
す
が
」
と
言
う
こ
と
ば
を
耳

に
し
ま
す
が
、
厚
生
年
金
と
言
う
独

自
の
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
年
金
の
中
に
老
齢
年
金
、
通

算
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年

金
と
言
っ
た
種
類
の
年
金
が
あ
っ
て
、

こ
れ
を
総
称
し
て
厚
生
年
金
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
年
金
を
受

け
て
い
る
人
の
年
金
証
書
に
そ
の
名

称
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
何
か

お
聞
き
に
な
る
時
は
、
そ
の
名
称
を

言
っ
て
も
ら
う
と
都
合
が
良
い
の
で

す
。②
年
金
手
帳
に
つ
い
て
（
厚
生
年
金

　
保
険
被
保
険
者
証
）

　
以
前
、
会
社
や
工
場
に
勤
務
し
て

社
会
保
険
（
健
康
保
険
と
厚
生
年
金

保
険
）
に
加
入
し
ま
す
と
、
健
康
保

険
被
保
険
者
証
と
厚
生
年
金
保
険
被

保
険
者
証
（
初
め
て
の
場
合
）
の
交

付
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
と
国
民
年
金
手
帳
の

交
付
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
、
厚

生
年
金
と
国
民
年
金
そ
し
て
船
員
保

険
の
三
つ
の
保
険
に
通
用
す
る
年
金

手
帳
に
変
っ
た
の
で
す
。
以
前
交
付

を
受
け
た
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者

証
や
国
民
年
金
手
帳
は
、
年
金
手
帳

に
切
替
え
る
必
要
は
な
く
年
金
を
請

求
す
る
時
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
次
に
、
年
金
手
帳
（
ま
た
は
厚

生
保
険
証
）
は
、
一
生
一
枚
で
良
い

の
で
す
。
二
度
、
三
度
と
職
を
変
え

て
も
、
そ
の
都
度
年
金
手
帳
の
交
付

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初

め
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
時
の
記

号
、
番
号
で
厚
生
年
金
の
期
間
を
積

み
重
ね
て
ゆ
く
の
で
す
。
年
金
手
帳

（
ま
た
は
厚
年
保
険
証
）
を
何
枚
も

交
付
さ
れ
て
い
る
人
は
、
最
初
に
交

付
を
受
け
た
も
の
に
統
一
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
重
複

を
取
消
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
（
厚

生
年
金
保
険
被
保
険
者
台
帳
記
号
番

号
重
複
取
消
届
を
提
出
す
る
）

　
ま
た
、
現
在
年
金
手
帳
を
紛
失
し

て
い
る
人
は
再
交
付
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
．
（
厚
生
年
金
保
険
年
金
手

帳
〈
ま
た
は
、
厚
生
年
金
保
険
証
〉

再
交
付
申
請
書
を
提
出
す
る
）

③
会
社
、
工
場
に
勤
め
た
時
、
や
め

　
た
時

　
会
社
、
工
場
に
初
め
て
勤
め
た
人

で
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
時
は
、
年

金
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
れ
ま
で

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場
合
は
、

市
町
村
役
場
で
国
民
年
金
の
脱
退
の

手
続
き
を
し
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を

し
な
い
と
重
複
し
て
加
入
す
る
事
と

な
り
ま
す
。

　
以
前
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
事
の

あ
る
人
が
再
就
職
し
た
時
は
、
必
ら

ず
年
金
手
帳
（
ま
た
は
、
厚
年
保
険

証
）
を
事
業
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

提
出
し
な
い
と
前
に
の
べ
た
よ
う
に

誤
っ
て
新
し
く
交
付
を
受
け
る
事
と

な
り
、
重
複
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
や
め
た
時
は
、
会
社
や
工
場

に
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
返
し
、

年
金
手
帳
（
ま
た
は
、
厚
年
保
険
者

証
）
は
必
ら
ず
受
取
っ
て
下
さ
い
。

そ
し
て
大
切
に
保
管
す
る
か
、
次
の

職
場
に
勤
め
て
厚
生
年
金
に
加
入
し

た
時
は
事
業
所
に
提
出
し
ま
す
。

④
厚
生
年
金
の
期
間
は
覚
え
て
お
き

　
ま
し
ょ
う

　
老
齢
年
金
等
を
請
求
す
る
時
に
必

要
な
の
は
、
厚
生
年
金
の
期
間
と
職

歴
で
す
。
会
社
名
、
工
場
名
を
覚
え

て
お
く
と
非
常
に
便
利
で
す
。
年
金

手
帳
に
は
会
社
、
工
場
の
所
在
地
、

名
称
、
期
間
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り

ま
す
の
で
、
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ

・
つ
。
⑤
厚
生
年
金
の
期
間
が
解
ら
な
い
時

　
は
　
職
場
を
転
々
と
変
え
た
人
は
、
厚

生
年
金
の
期
間
が
ど
の
く
ら
い
あ
る

か
解
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
時
は
、
社
会
保
険
事
務
所
よ

り
調
べ
て
も
ら
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

（
期
間
調
査
申
請
書
を
提
出
す
る
）

老
齢
年
金
を
受
給
す
る
時
期
に
な
っ

て
あ
わ
て
る
よ
り
も
、
あ
ら
か
じ
め
　
　
　
ま
た
、
松
代
町
で
は
、
五
月
下
旬

調
べ
て
お
い
た
方
が
便
利
で
す
。
　
　
　
に
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
等
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
の
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
の
で

　
厚
生
年
金
関
係
の
事
務
手
続
き
は
　
　
気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
。

直
接
役
場
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
よ
く
あ
る
事
例
や
簡
単
な
裁
定
　
　
　
年
金
は

請
求
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
に
応
じ
　
　
　
　
与
え
ら
れ
る
も
の
で
な
く

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
ら
、
獲
得
す
る
も
の
で
す
。

　
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
〉
ぐ
レ
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
レ
ぐ
ト
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
レ
ぐ
ト
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

度小・中学校一

予定者数
砕
学
＝
入

学　校　名 男 女 計

松代小学校 19 13 32

〃菅刈分校 1 2 3
〃小屋丸分校 O 2 2
〃下山分校 1 O 1
清水小学校 1 1 2
孟地小学校 O 2 2
〃海老分校 O 2 2
〃滝沢分校 0 0 0
北山小学校 1 2 3
蒲生小学校 1 2 3
〃寺田分校 0 0 O
室野小学校 4 3 7
峠　小　学　校 2 O 2
儀明小学校 1 3 4
莇平小学校 3 O 3
蓬平小学校 6 O 6
小　　　計 40 32 72

松代中学校 62 47 109

小　　　計 62 47 109

合　　　計 102 79 181
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保健衛生シリーズ⑯

しい

　
恐
ろ
し
い
白
い
粉
、
「
覚
せ
い
剤
」

が
一
般
市
民
、
と
り
わ
け
青
少
年
層

や
主
婦
層
の
間
に
ま
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
覚
せ
い
剤
の
影
響
の
下
で

の
凶
悪
な
犯
罪
や
悲
惨
な
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
覚
せ
い
剤
の
弊
害
は
、
私
た
ち
の

家
庭
や
職
場
に
ま
で
忍
び
寄
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
個
人
だ
け
で

な
く
、
社
会
全
体
に
も
計
り
知
れ
な

い
害
悪
を
も
た
ら
す
薬
物
で
す
。

　
覚
せ
い
剤
取
締
法
で
規
制
さ
れ
て

い
る
「
覚
せ
い
剤
」
と
は
、
白
色
結

晶
性
の
粉
末
で
、
一
般
名
を
「
メ
タ

ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
」
　
「
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ

ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

水
に
溶
か
し
て
静
脈
注
射
す
る
の
が

通
例
で
す
。
こ
の
覚
せ
い
剤
は
精
神

的
依
存
（
薬
物
に
対
す
る
欲
求
を
生

じ
、
こ
れ
を
自
制
で
き
な
い
状
態
）

が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
覚
せ
い
剤
を
使
用
し
ま
す
と
、
次

の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
状
況
が
現
れ
ま

す
。O
　
覚
せ
い
剤
を
使
う
と
疲
労
や
眠

気
が
取
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

一
時
的
に
疲
労
の
自
覚
が
消
え
る
だ

け
で
、
薬
物
の
作
用
が
消
失
す
る
と
、

使
用
前
よ
り
も
激
し
い
疲
労
感
、
不

安
感
、
け
ん
怠
感
、
憂
う
つ
感
な
ど

に
お
そ
わ
れ
ま
す
。

⇔
　
快
感
を
再
度
経
験
し
た
い
と
い

う
欲
求
を
み
た
し
、
ま
た
薬
物
消
失

後
の
不
安
感
等
か
ら
逃
避
す
る
た
め

く
り
か
え
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

口
　
食
欲
が
無
く
な
っ
た
り
、
眠
れ

な
く
な
る
た
め
不
調
に
な
り
、
や
せ

た
り
、
皮
フ
の
色
が
ど
す
黒
く
な
っ

た
り
、
顔
色
が
青
白
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。

⑯
　
使
用
を
止
め
て
も
、
後
遺
症
が

残
り
ま
す
。

　
覚
せ
い
剤
使
用
の
動
機
は
、
　
「
好

奇
心
、
面
白
半
分
な
ど
か
ら
」
　
「
人

に
勧
め
ら
れ
て
」
と
い
っ
た
ご
く
単

純
で
安
易
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

し
か
し
覚
せ
い
剤
の
密
売
に
は
暴
力

団
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
う
っ
か
り
手
を
出
す
と
、
大
変
‘

な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
覚
せ
い
剤
の
乱
用
防
止
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
覚
せ
い
剤
に
「
近
寄
ら

な
い
」
　
「
近
づ
け
な
い
」
こ
と
が
大

切
で
す
．
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．
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《戸籍》窓口豆知識

　　　　　シリーズ⑩

身元証明書は
　　　　本籍地で

Q　身元証明書は，どこに取りに行けばもらえるので

　すか。

A　身元証明書は，本籍地の市区町村長が発行します。

　これは，本籍・氏名・生年月日等の証明です。高校

　や大学を卒業して就職する時や，教員免許を取ると

　きなどに必要になります。

　　身元証明書と同じく，本籍地の市区町村が交付す

　るものに戸籍の附票があ1）ます。これは，市区町村

　内に本籍を有する者について戸籍を単位として作成

　されています。松代町に本籍がある人は，住所の有

無に関係なく，附票に現在の住所が記されています。

　そしてこの附票は，出生から，本籍が変更されるま

で続きます。ですから，転勤などで住所がたびたび

変わっている人も，役所で　　　　　　粥．
　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　ヒジヤ
の転入・転居・転出の手続き　　　費． 臨、、藪

　一＿　ヒド倉
．
る
融

懇

・薮9四をされている限り，本籍地

の役所で記録してあります。
’
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…
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三
…
三
…
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…
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＝
㍉

戸
籍
の
窓
口

謬
武
田
宏
樹

西
潟
美
樹

二
月
受
付
分

御
　
出
　
産

父
芳
夫
　
母
代
枝
子

（
長
男
・
千
年
・
栄
や
）

父
松
造
　
母
美
千
代

（
二
女
・
福
島
・
よ
こ
や
）

　
　
　
　
　
⑨

柳
　
文
雄
　
父
榮
次
・
母
美
代
子

　
　
　
　
（
二
男
・
小
貰
・
隠
居
）

鈴
木
栄
哉
　
父
重
文
　
母
明
美

　
　
　
（
三
男
・
松
代
・
月
日
屋
）

田
邊
祐
美
　
父
謙
一
　
母
直
子

　
　
（
長
女
・
寺
田
・
弥
左
工
門
）

高
橋
広
紀
　
父
誠
　
母
輝
美

　
　
　
（
二
男
・
莇
平
・
坂
元
屋
）

柳
　
　
圭
　
父
正
二
　
母
裕
子

　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
半
年
佐
）

魁
佐
藤
留
六

お
　
悔
　
み

小
野
島
義
雄
　　80
　　歳

　　木
　　和
　　田

ぶ原
ぜ
ん

57
歳
　
松
代
　
松
文
堂

美
濃
和
初
平

　
　
　
　
　
7
1
歳

小
山
ト
キ
　
9
0
歳

宮
澤
コ
マ
　
7
6
歳

柳
　
三
郎
　
5
9
歳

中
村
ミ
キ
　
8
3
歳

清菅下　桐福
水刈山　山島
　　　忠
長山親左　下
　田　 工
甚屋家門
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税

の
し
お
笛

ー
退
職
金
と

　
　
　
　
税
　
金
ー

　
ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い
て
も
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ
か
は
「
退

職
」
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

と
き
手
に
す
る
の
が
退
職
金
で
す
。

　
退
職
金
に
は
、
所
得
税
と
住
民
税

が
か
か
り
、
退
職
金
の
支
給
を
受
け

る
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
が
徴
収

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
労

の
対
価
で
あ
り
退
職
後
の
生
活
の
た

め
に
も
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
所

得
税
や
住
民
税
は
他
の
所
得
と
分
離

し
て
課
税
さ
れ
る
な
ど
、
他
の
所
得

よ
り
は
軽
い
負
担
で
す
む
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
．

　
く
わ
し
く
は
税
務
署
・
税
務
相
談

室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ご税に
注理せ
意士
をに

花
子
さ
ん

に
せ
税
理
士
に
は

気
を
つ
け
て
下
さ
い
ヨ

　
所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
す
と
、
税
金
の
申
告
手
続
き

な
ど
を
税
理
士
に
依
頼
す
る
方
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
税

理
士
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
よ
く
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
税
理
士
資
格
の
な
い
人
が
、
申
告

書
の
作
成
な
ど
の
業
務
を
行
う
こ
と

は
、
法
律
に
違
反
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
納
税
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
税
務
署
で
は
、
こ
の

よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
に
対
し
て

は
厳
し
い
態
度
で
臨
み
、
排
除
に
努

め
て
い
ま
す
。

”
町
事
業
に
も
役
立
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
立
年
金
”

　
吊

昭和56年度
　　町簡易水道工事費内訳

国庫補助金　　66，337千円

過疎対策債　　24，600〃

年金融資　73，000〃
一一般財セ原　　　　1，906　〃

165，843千円計合

　
　
　
　
　
　
　
先
月
号
で
紹
介
し

　
　
　
　
　
　
た
峯
方
地
区
の
簡
易

　
　
　
　
　
　
水
道
の
建
設
財
源
は

　
　
　
　
　
　
国
庫
補
助
の
外
に
、

　
　
　
　
　
　
「
年
金
積
立
金
還
元

　
　
　
　
　
　
融
資
」
を
受
け
て
建

　
　
　
　
　
　
設
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
皆
様
方
の
”
年
金

　
　
　
　
　
　
積
立
金
”
は
本
来
の

　
　
　
　
　
　
機
能
・
目
的
に
沿
っ

　
　
　
　
　
　
て
、
安
全
・
確
実
か

つ
有
利
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
生
活
の
安
全
向
上
に
直
接
役
立

つ
、
住
宅
、
生
活
環
境
整
備
，
（
水
道

等
）
、
厚
生
福
祉
施
設
（
病
院
・
老

人
憩
の
家
等
）
、
文
教
施
設
、
中
小

企
業
、
農
林
業
等
の
分
野
に
最
重
点

を
置
き
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
9
匹

　
　
　
　
　
　
　
勃
の

　
二
月
二
十
一
日
、
卓
球
協
会
主
催

に
よ
る
町
内
卓
球
大
会
が
、
松
代
中

学
校
体
育
館
で
、
団
体
十
八
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
午
前
は
団
体
戦
、
午
後

は
個
人
戦
が
行
な
わ
れ
、
熱
戦
の
中

に
も
和
か
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
団
体
戦
◆

　
一
位
　
　
役
場
A
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
　
土
　
木
チ
ー
ム

　
三
位
　
　
病
院
A
チ
ー
ム

　
三
位
　
　
マ
イ
ル
ゾ
フ
ォ
ー

◆
個
人
戦
◆

　
“
青
年
の
部
ー

　
　
　
　
　
口

三二一II三二一Il五四三二一
位位位壮位位位女位位位位位
　　　年　　　子
　　　の　　　　　の
若高鈴部柳山石部相松平武柳
月橋木Ilま岸田II沢山．野田
熊　幸　ち美　　春峰幸繁利
次徳紀　子恵泉　男夫生男彦
＿＿代　＿子＿　＿＿＿＿＿
土高＿　伊＿病　　伊土病役
木校霧沢局院局沢木院場
）　 ）　 ）　　　　　　）　 ）　 ）　　　　　　）　 ）　 ）　 ）　）
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年度末休業を迎えて

《松代中学校》

　
こ
と
し
は
少
雪
の
た
め
か
い
ち
だ

ん
と
春
の
訪
れ
が
早
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
春
の
訪
れ
と
と
も
に

松
代
中
学
校
も
統
合
以
来
満
3
か
年

を
終
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
当
校
生
徒
は
町
民
各
位

な
ら
び
に
関
係
諸
機
関
の
御
援
助
、

御
指
導
に
よ
り
、
昨
今
と
か
く
話
題

に
な
る
よ
う
な
行
動
も
な
く
無
事
に

過
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
学
校
を
は
じ
め
と
す

る
青
少
年
の
問
題
が
現
在
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
皆
様

御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
し
て
、
世

間
に
あ
る
こ
と
は
松
代
中
学
校
だ
け

無
関
係
で
あ
り
う
る
は
ず
は
な
く
、

日
常
の
指
導
に
い
っ
そ
う
心
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
最
近
の
生
徒
の
傾
向
と
し
て
は
、

中
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
わ
き
ま
え

た
生
徒
も
多
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、

中
学
生
の
年
齢
相
応
の
分
別
を
持
た

ず
、
幼
児
が
そ
の
ま
ま
体
だ
け
大
き

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
個
人
の
生
活
と
集
団
生
活
の

見
分
け
が
判
然
と
し
な
い
社
会
性
に

欠
け
る
生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
学
校
も
ま
た
そ
の
責
め

の
一
端
を
負
う
べ
き
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
家
庭
に
お
け
る
“
し
つ

け
”
の
退
潮
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
何
事
も
こ
ど
も
本
位
も

し
く
は
放
任
で
欲
し
い
も
の
は
何
で

も
買
っ
て
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
様

子
は
み
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
何
で
も
こ
ど
も
の
好
き
に
さ
せ

て
お
い
て
顧
み
な
い
と
い
う
傾
向
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
の
中
学
生
の
父
母
の
皆
さ
ん

は
大
体
が
戦
時
中
も
し
く
は
戦
後
の

物
の
不
自
由
な
時
代
の
辛
さ
を
経
験

さ
れ
て
、
そ
の
分
だ
け
「
こ
ど
も
に

だ
け
は
不
自
由
を
さ
せ
た
く
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
も
お
持
ち
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
こ
ど
も
の
本
当
の
幸

せ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
広
報
は

町
中
の
皆
様
方
か
ら
御
覧
い
た
だ
く

は
ず
で
す
が
、
ど
う
か
も
う
一
度
家

庭
内
の
こ
ど
も
の
。
し
つ
け
”
の
在

り
方
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
前
お
き
が
た
い
へ
ん
長
く
な
り
ま

し
た
が
、
年
度
末
休
業
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
の
お
願
い
の
根
本
も
実
は

こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
土
台
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
と
生
活
指
導
の
効
き
め
が
期
待

で
き
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
松
代
町
の
こ

ど
も
は
一
人
ひ
と
り
と
て
も
良
い
素

質
を
持
ち
、
性
質
も
ま
た
本
米
善
良

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大

事
な
場
而
で
の
自
主
性
と
い
う
か
自

律
性
と
い
う
か
、
　
「
自
分
は
こ
う
す

る
」
「
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
意
識
が
薄
弱
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
友
だ
ち
に
誘

わ
れ
る
と
ほ
と
ん
ど
自
分
の
判
断
も

な
し
に
従
っ
た
り
、
付
和
雷
同
し
て

し
ま
う
よ
う
な
点
か
ら
そ
う
い
え
る

の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
日
常
の
生
活
の
中

で
、
「
我
慢
で
き
る
」
「
苦
し
さ
に
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

け
な
い
」
と
）
う
よ
う

な
耐
性
や
「
私
的
な
立

場
」
と
「
公
的
な
立
場
」

を
区
別
で
き
る
よ
う
な

力
を
養
っ
て
行
っ
て
欲

し
い
の
で
す
。
そ
れ
が

先
き
ほ
ど
か
ら
言
っ
て

い
る
「
社
会
性
」
で
あ

り
、
独
立
し
た
人
格
を

持
つ
社
会
人
と
し
て
の

根
本
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

　
そ
う
い
う
点

充
分
に
す
る
」

苦
労
が
わ
か
る
」

一
員
と
し
て
の
自
覚
や
連
帯

感
の
あ
る
」
こ
ど
も
（
人
間
）

に
育
て
る
こ
と
が
肝
要
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
休
み
は
、
卒
業
か
進

学
か
進
級
の
時
期
で
学
業
や

で
は
、
家
庭
で

甘
や
か
す
こ
と

が
一
番
の
禁
物

で
、
「
家
の
仕

事
や
手
伝
い
も

　
「
家
の
人
の

　
　
「
家
族
の

進
路
等
の
問
題
、
テ
ス
ト
終
了
等
を

ふ
く
め
た
解
放
感
な
ど
か
ら
問
題
傾

向
の
多
発
し
や
す
い
時
期
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
と
し
て
は
、

こ
の
休
み
の
意
義
を
考
え
さ
せ
、
新

年
度
へ
の
飛
躍
に
備
え
る
よ
う
充
分

な
指
導
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
御
理
解
、

御
協
力
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
．

　
そ
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
有

意
義
な
生
活
設
計
を
た
て
、
自
己
伸

長
、
自
己
開
発
に
結
び
つ
く
よ
う
な

生
活
を
送
り
、
新
年
度
「
気
迫
」
を

も
っ
て
登
校
で
き
る
よ
う
期
待
し
て

お
り
ま
す
．
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県史刊行の御案内
　　二ただいま予約受付中＝

新刊（昭和57年4月配本予定）

　
県
が
「
立
県
百
年
」
の
記
念
事
業
と
し
て
、
か
ね

て
編
さ
ん
を
進
め
て
き
た
「
新
潟
県
史
」
は
、
昨
年

に
引
続
い
て
、
五
十
七
年
三
月
末
に
五
巻
が
刊
行
と

な
り
ま
す
。
刊
行
予
定
の
五
冊
は
、
貴
重
な
未
公
開

史
料
を
多
数
紹
介
し
て
お
り
、
県
の
歴
史
を
知
る
上

で
不
可
欠
の
資
料
で
す
。
昨
年
度
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
六
冊
も
御
好
評
を
得
て
、
県
内
外
の
方
々
に
愛
読

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
様
方
の
御
購
読
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
新
刊
、
既
刊
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
既

刊
も
ま
だ
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
先

　
　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

　
　
　
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
室

　
　
盈
〇
二
五
二
ー
二
三
－
五
五
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
三
〇
二
五
）

▼
申
込
方
法

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
購
入
巻
名
、
冊
数
、
電

　
話
番
号
を
記
し
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

書　　　　名 頒価

資料編3　中世一文書編1 4，850円

資料編15　近代三政治編1 4，850円

資料編17　近代五産業経済編1 4，650円

資料編20　現代一政治経済編 4，650円

資料編22　民俗・文化財一民俗編1 4，950円

既刊

資料編8　近世三下越編 4，600円

資料編13　近代一明治維新編1 4，800円

資料編2　原始古代二文献編 3，600円

資料編6　近世一上越編 4，500円

資料編7　近世二中越編 4，500円

資料編9　近世四佐渡編 4，800円

子
ど
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
に
参
加
し
て

松
代
高
校
二
年

　
子
ど
も
達
を
見
た
と
き
「
こ
れ
は

か
な
り
大
変
な
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と

思
っ
た
。
参
加
予
定
人
数
は
知
っ
て

い
た
が
、
実
際
に
見
る
と
改
め
て
人

数
の
多
さ
に
戸
惑
い
を
覚
え
た
。

　
こ
ん
な
に
多
く
の
子
ど
も
を
う
ま

く
ま
と
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ゲ

ー
ム
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
。
お
も
し
ろ
く
な
い
と
不
平
不

満
を
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
経

験
の
浅
い
僕
は
始
ま
る
前
か
ら
不
安

に
駆
ら
れ
て
し
り
込
み
し
て
し
ま
っ

た
。　
し
か
し
、
僕
の
そ
ん
な
不
安
も
杞

憂
に
お
わ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

松
永
勝
弘

実
に
よ
く
こ
ち
ら
の
言
う
こ
と
を
聞

い
て
く
れ
、
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
た
の

で
あ
る
。
僕
は
高
校
生
と
い
う
目
で

小
学
校
3
、
4
年
生
を
見
て
い
た
の

だ
と
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
や

っ
て
い
る
人
た
ち
に
は
積
極
的
に
話

し
か
け
、
僕
の
よ
う
な
あ
ま
り
や
る

気
の
な
い
者
に
は
悪
口
が
集
中
し
た
。

進
行
係
の
や
る
気
の
有
無
が
子
ど
も

た
ち
の
態
度
に
反
映
す
る
と
い
う
の

は
発
見
で
あ
る
と
と
も
に
、
も
う
一

つ
の
反
省
だ
っ
た
。

　
一
つ
気
に
な
っ
た
の
は
参
加
者
が

女
子
の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ

と
だ
。
男
子
の
方
は
、
お
も
し
ろ
く

な
い
と
思
っ
て
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ま
あ
そ
れ
は
別
と
し
て
僕
が

感
じ
た
こ
と
は
女
子
が
す
ご
く
強
か

っ
た
こ
と
だ
。
ゲ
ー
ム
の
中
に
は
、

何
人
か
で
班
に
な
っ
て
行
う
も
の
も

あ
っ
た
が
リ
ー
ダ
ー
は
全
部
女
子
だ

っ
た
。
そ
れ
に
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

女
子
の
方
が
積
極
的
だ
っ
た
よ
う
に

思
え
た
。

　
女
子
の

方
が
強
い

の
は
中
・

高
校
生
だ

け
で
は
な

い
ん
だ
な

と
感
じ
複

雑
な
気
持

ち
に
な
っ

た
一
月
七

日
だ
っ
た
。

電
報
電
話
局
か

ら
の
お
知
ら
せ

◎
電
話
工
事
の
お
申
し
出
は

　
　
　
　
　
　
お
早
目
に

　
毎
度
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
電
話
局
で
は
、
で
き
る
だ
け
ご
希

望
の
日
に
電
話
の
取
付
け
や
移
転
工

事
が
で
き
る
よ
う
予
約
制
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
三
～
四
月
は
、
転
勤
・

転
居
な
ど
引
越
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
、
電
話
工
事
も
大
変
混
み
あ
い

ま
す
。

　
な
る
べ
く
工
事
希
望
日
前
十
五
日

程
度
の
余
裕
を
み
て
、
お
申
し
つ
け

く
だ
さ
い
。

◎
お
手
も
と
の
電
信
電
話
債
券
を

　
　
　
　
　
　
お
調
べ
く
だ
さ
い

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
電
信
電
話
債

券
は
、
満
期
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
昭
和
四
六
年
十
月
か
ら
四
七
年
三

月
の
間
に
債
券
を
引
受
け
ら
れ
た
方

は
、
こ
の
三
月
二
五
日
を
も
っ
て
満

期
と
な
り
ま
す
。

　
四
六
年
十
月
以
前
に
引
受
け
の
方

は
、
満
期
日
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

　
債
券
を
お
調
べ
に
な
っ
て
、
電
話

局
あ
る
い
は
、
銀
行
で
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
印
鑑
も
お

忘
れ
な
く
．

　
新
増
築
計
画
の
際
は
、
電
話
用
配

管
も
ご
一
緒
に
。

　
電
報
・
電
話
・
債
券
な
ど
の
御
相

談
は
お
気
軽
に
。

松
代
電
報
電
話
局
奮
七
－
上
一
二
〇
〇
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　∞轡
繋
驚
竃
蕪
薫
議
慧
灘
蜜
薫

魁
幾
難
翼
難
翼
演
～
翼
郵
琿
琵
疑
疑
沼
薮
気
鋤
翼
潔
雨
翼
翼
濯
鶏
翼
熱
雇
聡
演
塩
郵
蝿
翼
翼
浸

“
交
通
災
害
共
済
に

一
家
で

　
加
入
し
ま
し
ょ
う
”

　
交
通
事
故
は
私
た
ち
の
身
に
い
つ

ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
五

十
七
年
度
も
「
交
通
災
害
共
済
」
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
松
代
町
で
は
加
入
率
が
九
〇
％
を

越
え
て
お
り
県
内
で
も
上
位
に
あ
り

ま
す
。
現
在
加
入
し
て
い
る
方
も
三

月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が
終
わ
り

ま
す
の
で
来
年
度
も
忘
れ
ず
に
加
入

下
さ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

●
加
入
資
格
は
…
町
内
に
住
所
が
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

途
中
で
転
出
さ
れ
て
も
一
年
間
は
有

効
で
す
．

●
会
費
は
：
⊥
人
年
額
三
百
五
十
円

四
月
一
日
以
降
に
加
入
さ
れ
る
方
も

同
額
で
す
．

●
共
済
期
間
は
…
四
月
一
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
（
途
中
加
入

の
方
は
そ
の
翌
日
か
ら
三
月
三
十
一

日
ま
で
）
　
　
　
　
　
　
　
、

●
加
入
手
続
は
…
ご
家
族
の
氏
名
を

記
入
し
た
加
入
申
込
書
が
各
世
帯
に

い
き
ま
す
の
で
、
転
出
、
そ
の
他
に

よ
り
加
入
さ
れ
な
い
方
は
二
本
線
で

消
し
て
い
た
だ
き
、
区
長
さ
ん
、
ま

た
は
班
長
さ
ん
に
会
費
を
そ
え
て
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

●
見
舞
金
は
…
傷
害
の
程
度
に
よ
り

二
万
円
～
百
万
円
（
死
亡
）
で
す
。

●
事
故
に
あ
っ
た
ら
…
す
ぐ
警
察
署

に
届
け
出
て
下
さ
い
。
診
断
書
用
紙
、

見
舞
金
請
求
書
等
は
役
場
に
あ
り
ま

す
。●
そ
の
他
…
見
舞
金
の
支
払
い
は
事

故
の
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
請
求

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

く
わ
し
く
は
別
に
お
配
り
い
た
し
ま

す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
，
湾
Ω

頸

／属

自
衛
官
募
集

1
若
い
力
の
あ
な
た
を

　
　
　
　
　
ま
つ
て
ま
す
ー

　
防
衛
庁
で
は
二
等
陸
・
海
・
空
士

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
未
満
の
男

子
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
町
役
場

社
会
課
職
業
係
ま
た
は
高
田
募
集
事

務
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
費
〇
二
五
五
ー
二
三
－
五
一
一
七
）

◎
身
分
は
特
別
国
家
公
務
員
で
す
。

◎
給
与
は
月
給
九
万
千
六
百
円
の
他

　
ボ
ー
ナ
ス
が
出
ま
す
。
な
お
そ
の

　
他
に
も
現
物
支
給
が
あ
り
ま
す
。

◎
技
術
教
育
は
近
代
化
し
た
装
備
を

　
も
つ
自
衛
隊
の
性
質
上
、
各
種
の

　
技
術
が
身
に
つ
け
ら
れ
、
資
格
を

　
取
る
と
昇
任
の
条
件
も
よ
く
、
退

　
職
後
の
就
職
に
も
大
い
に
役
立
ち

　
ま
す
。

◎
休
暇
は
有
給
休
暇
は
年
二
十
四
日

　
の
他
、
年
末
年
始
の
特
別
休
暇
も

　
あ
り
ま
す
。

◎
健
康
管
理
は
隊
内
医
務
室
、
自
衛

　
隊
病
院
、
一
般
病
院
の
利
用
な
ど

　
で
入
院
治
療
費
は
す
べ
て
国
が
負

　
担
し
ま
す
。

〃
お
茶
の
会
〃

○
流
　
派
裏
千
家

○
練
習
日
　
第
一
、
第
三
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
七
時
半
よ
り

○
会
場
町
公
民
館

○
会
費
年
六
百
円

○
連
絡
先
　
松
代
町
松
代

　
　
　
　
　
　
若
井
ユ
キ
イ

会
員
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
智
七
－
二
三
八
四
）

　
あ
な
た
も
是
非
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

＝町文化祭よりニ

　
　
〃
会
員
募
集
〃

　
謡
曲
、
詩
吟
愛
好
会
の
会
員
1
5
名

が
月
一
回
公
民
館
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
結
婚
式
の
披
露
宴
な
ど
で
一
つ

で
も
歌
え
れ
ば
、
が
き
っ
か
け
の
人

た
ち
ば
か
り
の
集
り
で
す
。

　
あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
。

◎
謡
曲
－
観
世
流
◎
詩
吟
ー
神
風
流

　
申
込
先
　
松
代
　
関
谷
竜
平

　
（
家
号
た
き
や
）
智
ω
一
二
一
〇
五

鶉…　
　
民
謡
を

　
歌
つ
て

　
　
み
ま
せ
ん
か
9

　
四
月
か
ら
民
謡
越
正
会
で
新
し

く
初
心
者
対
象
の
民
謡
教
室
を
開

き
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
結
婚

式
、
宴
会
等
の
め
で
た
い
席
に
一

曲
覚
え
て
お
い
て
は
い
か
が
で
す

か
。
あ
な
た
も
民
謡
を
仲
間
と
一

緒
に
歌
い
ま
し
よ
う
。

　
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
せ

下
さ
い
．

　
o
民
謡
越
正
会
松
代
支
部

　
　
布
施
満
男
（
中
屋
工
業
所
）

　
　
携
（
皐
）
二
一
五
八

　
　
　
　
（
工
場
）
二
二
三
四
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短　文
　芸

一∈＼欝菰三、綴翻
＼、ご………蚕

　
　
　
　
　
　
　
歌

墨
絵
の
如
く
西
潟
ま
さ
を

朴
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
に
烏
一
羽
い
て

じ
っ
と
動
か
ず
何
か
見
て
い
る

八
十
年
引
き
ま
わ
し
て
来
て
疲
れ
た

か
ら
だ

身
体
励
ま
し
い
た
わ
り
亦
年
越
え
る

生
ま
れ
る
と
い
う
文
字
は
亦
生
き
る

と
も
読
ま
れ
る
字
な
り
き
い
ま
頃
気

づ
く

仕
事
を
持
た
ぬ
老
人
と
な
り
て
八
年

経
た
り
無
職
と
い
う
字
漸
く
な
れ
る

立
ち
上
が
り
前
肢
揃
え
て
近
よ
る
犬

と
握
手
の
か
た
ち
今
日
も
平
穏

名
も
知
れ
ぬ
小
鳥
五
六
羽
電
線
に
な

ら
び
て
動
か
ず
墨
絵
の
如
く

老
い
て
雪
ほ
る

　
　
　
　
　
　
下
山
　
埋
れ
木

除
夜
の
鐘
鳴
り
終
わ
り
た
る
一
瞬
も

終
わ
り
な
き
世
の
時
は
移
ろ
う

初
湯
浴
み
利
殖
を
数
う
人
も
あ
ら
む

わ
れ
は
数
多
の
孫
子
数
う
る

家
空
け
し
三
人
の
孫
も
帰
り
来
て
松

も
色
冴
ゆ
新
玉
の
屠
蘇

雪
降
ら
ぬ
都
へ
吾
子
ら
住
ま
わ
せ
て

老
い
て
雪
ほ
る
ふ
ぶ
く
屋
根
に
て

し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
二
月
＋
日

　
　
　
　
　
　
於
克
雪
セ
ン
タ
ー

春
立
つ
も
雪
鳴
り
つ
デ
く
昨
日
今
日

老
い
の
水
歯
に
凍
み
て
よ
し
寒
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

牛
安
産
炬
燵
囲
み
て
茶
椀
酒

ど
の
屋
根
も
雪
を
残
し
て
春
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

大
根
の
味
噌
煮
が
う
ま
し
吹
雪
宿

こ
ん
も
り
と
土
割
る
今
朝
の
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

雪
雲
の
晴
れ
れ
ば
空
は
春
の
色

立
春
の
月
の
光
を
浴
び
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
、
水

掌
で
雪
を
か
た
め
て
祭
る
山
始
め

妹
の
ス
キ
ー
持
ち
や
る
受
験
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

餅
花
や
吾
子
の
豊
か
な
た
な
ご
こ
ろ

大
寺
の
灯
や
極
寒
の
坂
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

大
惨
事
ニ
ュ
ー
ス
続
け
る
余
寒
か
な

鶏
足
山
見
え
か
く
れ
し
て
冬
了
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

酒
の
座
の
黄
梅
ほ
め
て
客
帰
る

　
　
　
　
ほ

嫁
ま
と
め
祝
ぎ
事
近
し
春
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

連
れ
立
ち
て
雪
の
坂
道
ご
詠
歌
に

雪
払
う
気
配
に
急
ぎ
夫
迎
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

穏
や
か
に
寒
九
の
夜
明
け
空
澄
み
て

隣
り
家
の
主
婦
梅
の
香
を
ほ
め
て
ゆ

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

大
寒
や
道
暗
く
し
て
星
光
る

雪
卸
し
屋
根
よ
り
見
渡
す
村
百
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

盆
梅
の
咲
い
て
定
年
近
づ
き
ぬ

豊
作
と
云
う
大
寒
の
雨
う
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

訪
ね
来
し
友
の
雪
沓
炉
辺
に
干
す

ね
ん
ね
こ
の
子
似
安
ら
か
に
母
の
背

に
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

角
材
に
焼
印
を
押
す
春
の
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

北
風
に
さ
か
ら
い
て
行
く
集
配
夫

吹
雪
か
れ
て
亦
吹
雪
か
れ
て
村
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

暖
炉
燃
ゆ
話
上
手
に
ほ
だ
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
前
橋
市
耕
　
山

早
春
の
入
日
高
層
ビ
ル
を
染
め

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
泥
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
ぐ
ろ
　
の

整
然
と
電
柱
な
ら
ぶ
末
黒
野
に

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
月
　
　
日

眩
し
さ
や
野
良
犬
の
目
に
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
千
葉
市
　
鉄
　
堂

薄
日
さ
す
校
舎
に
ひ
び
き
氷
柱
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
生
耕
　
人

　
二
月
十
六
日
松
代
園
芸
ク
ラ
フ
の

春
の
総
会
が
区
民
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
土
曜
日
と
あ
っ
て
老
人
ク
ラ

ブ
の
園
芸
愛
好
家
、
町
内
の
園
芸
愛

好
家
の
つ
ど
い
で
な
ご
や
か
な
う
ち

に
日
頃
自
慢
の
栽
培
の
コ
ツ
を
お
互

に
話
し
合
い
又
有
志
の
方
か
ら
数
鉢

の
み
ご
と
な
盆
栽
が
持
ち
こ
ま
れ
観

賞
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち

に
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
．
そ
の
時

無
購
醤
躍
ま
蘇
・
薗
、
愛

山
野
草
の
盆
栽
を
観
賞
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

話
し
合
わ
れ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

す
。
自
然
界
に
は
四
季
を
通
し
て
美

し
い
花
が
山
野
に
沢
山
あ
り
ま
す
。

こ
の
美
し
い
山
野
草
を
栽
培
し
、
う

る
お
い
の
あ
る
生
活
を
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

、、

山
野
草
の
栽
培
技
術
を
高
め
普

及
に
つ
と
め
る
。

山
野
草
の
乱
穫
を
さ
け
自
然
愛

護
に
つ
と
め
る
．

ム
一
一
3
7
8
8
一
7
呂
一
＝
一
・
畠
＝
霊
・
畠
3
一
7
3
＝
3
三
一
器
曽
三
＝
＝
7
品
一
3
7
含
3
曽
三
富
＝
7
昂
＝
＝
7
昌
一
＝
7
昌
一
3
7
昌
一
－
一
7
昌
＝
一
冒
・
畠
＝
3
7
呂
＝
曽
．
昌
＝
7
．
昌
呂
霊
．
畠
＝
一
冒
8
盆
＝
＝
ロ
昌
一
＝
。
一
8
3
7
．
盆
3
7
9
畠
＝
＝
ロ
畠
3
＝
．

第
6
0
回
商
工
会

　
　
　
　
珠
算
検
定

受
験
者
数

合
格
者
数

合
格
率

321級級級

一
二
一
名

四
四
名

三
六
％

受
験
者
な
し

合
格
者
な
し

　　43〃〃〃　　年年
関
谷
　
裕
明

柳
　
　
克
美

本
山
い
ず
み

菅
井
　
文
代

菅
井
　
良
子

87654級級級級級

　　　　　　　　6　　　　　　　〃　　　〃　　　　　　　　年

夢　　　　一　　五五四三九米関浩
　　　　　　　持谷椎
　　名名名名名　　茸

高
橋
真
理
子

関
谷
　
和
枝

米
持
　
直
子

％
γ
　
　
為
つ

　
2


